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1.は じめ に

平成29年4月 に公示された特別支援学校学習指

導要領(文 部科学省,2017)で は,社 会に開かれた

教育課程を実現 し,育 成を 目指す資質 ・能力を明確

にし,主 体的 ・対話的で深い学びの視点を踏まえた

指導改善が謳われている.さ らに,小 学部体育の 目

標では,生 涯 にわた って心身の健康を保持増進 し,

豊かなスポーツライフを実現するための資質 ・能力

を育成す ることが求められる.ま た,小 学校体育科

との内容の連続性を踏まえて,6つ の運動領域 と1

つの保健領域として示される.

そこで新学習指導要領への移行を見据え,平 成29

年度に本校小学部で行った,運 動領域の1っ である

「ボール遊び,ボ ールを使 った運動やゲーム」の実

践及び,授 業の工夫点,児 童の変容等にっいて報告

する.

2.実 践 の概 要

1)小 学部タイムにつ いて

小学部で設 定 してい る体育 「小学部 タイム」では,

適切 な運動 経験 を通 して,健 康 の保 持増進 を図 り,

楽 しく明 るい生活を営む態度を育て るための学習を

児童全員で行 ってい る.学 習指導要領 の改訂 に伴 い,

これ まで,ラ ンニ ング,ラ ジオ体 操,サ ー キ ッ ト等

の体っ くり運動 や,ダ ンス及び リ トミック的活動 等

の表現運動 に取 り組んで きた.

2)対 象児

ボール遊 び ・ボールを使 った運動 では,児 童の習

熟度を考慮 し,① ～④ の4つ の グル ープに分かれて

取 り組 んだ.本 単元 にお ける対 象児は,④ グルー プ

の4名 で ある.な お,ボ ー ル操 作 の技 能 は,本 単元

開始前に実態把握(2回)に よるものであ る(表1).

表1対 象児の実態

児童名 学年 性別 ボール 操作 の技能

A 6年 男
・手や 足 を使 った ドリブル

・定 め られ た方向 にボール を投 げる

・自分 に投げ られ たボール を両手 で捕 る

B 5年 女

C 5年 男

D 4年 男

また,6月 に行 った体 力テス トのソフ トボール投

げ(2号 ボールを使用)で は,平 均6mと い う記録

で あ った.そ の際,ボ ールを投 げる方向 に対 して体

を正対 した姿勢 で,肩 や腰を動か さず腕 だ けでボー

ル を投 げた り(写 真1),両 手で ボー ルを持 って投

げ た り してい た(写 真2).そ して,肘 の位置 も低

か ったた めに投球 したボー ルの高さ も低 く,飛 距離

が伸 びなか った.こ の ことか ら,ボ ール を投 げた り

捕 った りす る ことはで きるが,遠 くにポールを投 げ

る経験が少 な く,技 能 の習得 が不十 分であ った.

3)単 元の概要

*熊 本大学教育学部附属特別支援学校

**熊 本大学大学院教育学研究科

上記のような児童の実態を踏 まえ,上 手投げ(オ ー

バーハ ン ドス ロー)を 身 に付 け,遠 くに投 げ る力 を

育む ことを 目的 と した.本 単元 の 目標 は以下 の3

点であ る.
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a)ポ ールを遠 くへ投げ ることがで きる.

【知識 ・技能】

b)友 達や教 師の投げ方 を参考 に,自 らの投げ方

を考え,活 動 に取 り組む ことが できる.

【思考 ・判断 ・表現】

c)自 ら目標 の回数や距離 を決 め,何 度 も課題 に

挑戦 し,楽 しく運動 に取 り組む.

【主体的 に学習 に取 り組む態度】

さらに本時(4/4)の 目標は,

a)ボ ール(お 手玉)を 遠 くへ投 げることがで きる.

b)遠 くに投 げる方法 を考 え,言 葉で伝 えた り,選

んだ りす ることがで きる.

c)自 分で 目標の距離 を決めて活動 に取 り組む こと

がで きる.

と設定 した.学 習 を以下の ように展開 した(表3).

表3本 時の展開

これ らの 目標 の達 成を 目指 し,楽 しみ なが らボー

ルを投 げる方法 を学 ぶ ことがで きる ように,2つ の

ゲー ムを学習 に取 り入れた.

① 第1次 鬼の的当てゲー ム

約2mの 高 さの壁 に鬼の

イラス トを貼 り,約2m離

れた場所か らそ こに向か っ

てボール(お 手玉)を 投げ

るゲー ムで あ る(図1).

当た った回数を記録 シー ト

に記入 し,前 回の記録 と比

較 した.的 を高 い位置 にす

ることで,自 然 と肘 を高 く

上げて投げ る動 きを引 き出
図1鬼 の的当てゲーム

し,的 に当た った喜 びや 楽 しさを味わ う ことを 目的

と した.

② 第2次 恐竜エサや りゲー ム

恐竜の イラス トを貼 った カゴに向か って一一定の距

離(3m～15m)か らボー ル(お 手玉)を 投 げ る

ゲ ームで ある(図2).カ ゴの 中にボ ールが入 った

り,イ ラス トに当 た った りす ると,そ の距離 は達 成

と し,少 しず っ投 げる距離 を伸 ば して い った.こ の

ゲ ームで は,「 鬼 の的当て ゲー ム」 で学 んだ肘 の高

さに注意 して投 げる ことに加 え,腕 を大 き く振 り,

肩や腰を回 して力

強く投げる技能を

身に付けることを

目的とした.

また,単 元計画

は以下のとおりで

ある(表2).

的

裏
㌫足

、

T1 目標物

図2恐 竜エサや りゲーム

時

2

分

1

分

4

分

2

分

2

分

2

分

8

分

2

分

2

分

学習活動及び内容

1指 定の場所に集合 し,

始めのあい さっをす

る.

2本 時の活動内容を確

認する.

3ダ ンス をす る.

4グ ルー プ に分かれ,ボ
ール運動 を行 う.

【Dグループ】
「恐竜エサや りゲーム」

1)前 回の学習で行った遠

くに投 げる方法を確

認する.

2)前 回の記録(達成距離)

を確認し,今 日の目標

を決める.

3)各 自,目 標距離 か らボ

ール を投 げる.

4)目 標の達成状況{を確認

し振 り返 りを行 う.

5指 定の場所に集合 し,

終わ りのあい さっを

する.

指導上の留意点
・集合場所が分かるように,クラス

毎に色を分けたコーンを目印に

置いてお く.
・本時の活動内容が分かるように,

ホワイ トボー ドに活動の流れを

提示する.
・楽 しく手を伸ばしたり,腰を回転

したりできる曲である 「エ ビカ

ニクス」を踊る.
・模倣 しなが ら踊ることができる

ように,教 師が前方で見本 とし

て踊る.
・始める前に3つ のポイント腕 を

伸ばす,足 を上げる,体 を曲げ

る)を教師がモデルを提示 し,一

緒に動きを確認する.
・児童全員が曲のテ ンポに合わせ

てダンスができるように,曲 の

テンポを0.8倍 速にする.
・名前を一人ずつ呼び,それぞれの

グループの場所に移動するよう

伝える.

・児童によって,理由を説明するよ

うに伝 えた り,選 択肢を提示 し

た り,モデルを示した りする等,

確認方法勧 瞳 に合わせる.
・距離が分かるように,一定の距離

ごとにコーンを置 く.
・前回の記録を確認し,児童一人一

人に目標距離を何mに するか尋

ね,「足型シー ト」を自ら貼るよ

うに促す.
・目標を達成 した児童がいた場 合

は注 目を促 し,手 本として紹介

する。
・児童の投げ方や投げた距離を教

師が一人ずっ整理 して伝え,児

童が 「できるようになった」と実

感できるようにする.
・集合場所が分かるように,クラス

毎に色を分けたコーンを目印に

置いてお く.

表2単 元計画(実 施時期11月 ～12月)

次 単元 時間 評価方法

1
高 く投げよう

～鬼の的当てゲーム～ 3 行動観察

2
遠 くに投げよう

～恐竜エサや りゲーム～
4

(本時4/4)
行動観察

4)授 業づ くりの工夫点

①第1次,第2次 共通事項

a)お 手玉の使用(写 真3)

ボー ルには,転 が りに くい

お手玉 を使 用す る ことで,投

げた距離が分か りやすい よう

に した.

写真3

使用 したお手玉
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b)「 足型 シー ト」の使用(写 真4)

お手玉を投げ る方向 に対 して,

横を 向いて構 え ることで,肩 や

腰(体 幹)を 回転 させて投げ る

ことがで きるように した. 写真4

c)友 達 の 良い と ころ を紹 介 教材「足型シー ト」

(写真5)

友達を模倣 し,自 分の投げ方

と比較できるように,友 達のよ

いところを紹介する時間を設け

た.そ の際,投 げるポイン トや

児童の気付きを教師が言葉で整

理 し,称 賛す ることで,児 童の

言動を価値付けるようにした.

d)「 できるようになった」実感

隅一

本単元 では,回 数や 距離等 の記 録 を数値 化 し,

視覚的 に 自らの成 長を実感で きるよ うに した.ま

た,授 業 の終 わ りには,教 師が児 童の投 げ方 の変

化や記録 の伸 びにっいて,一 人ずっ整理 して伝 え

ることで,次 回へ の意欲づ けを図 った.

② 鬼の的当てゲー ム(第1次)

a)的 を高 さ(約2m)

肘を上 げ,高 く投 げる ことを意識す るとと もに,

狙 って投げ ない と当た らない高 さになるよう設置

した.

b)自 ら 目標を持 って取 り組む

授業の始め に前時の記録が書かれた シー トを見

て,自 ら目標 を決 める時 間を設定 した.

③ 恐竜エサや りゲー ム(第2次)

a)一 定の距離 ごとにコー ンを設置

児童が必ず達成 で きる距離か ら始 め,徐 々に距

離を伸 ば して い くことで,自 信 を持ち,挑 戦 しよ

うとす る態度 の形成 を図 った.

さらに,投 げ る距離が分 か るよ

う,一 定 の距離 毎 に コー ンを設

置 した.

b)棒 をっ けた的を用意

高 さを意識 して投げ ることが

で きるよう に,高 さの 目安 と し

て教師が 的を持ち,そ れ を狙 っ

て投げ ることを促 した(写 真6).

c) 自ら 目標を持 って取 り組む(第2次)

授業 の始 め に,前 時の振 り返 りを行 い,自 ら本

時の 目標距離 を決 め る時間 を設 けた.目 標 距離 が

決 ま った ら,そ の距離 の場所 に 「足型 シー ト」 を

自ら貼 るよ うに した.そ して,そ の距離 を達成 し

た場合 は,自 ら 「足型 シー ト」 を後方へ貼 り替 え,

さらに距離を伸ば して挑戦す るように した.

3.結 果

1)鬼 の的当てゲーム(第1次)

「足型シー ト」 に足を置き,お 手玉を投げるとい

うルールを理解 し,的 にお手玉が当たると喜ぶ等,

意欲的に活動に取 り組むことができた.ま た,目 標

回数を達成 しようと何度も挑戦 し,熱 中して取り組

む様子も見られた.

活動中に,肘 を下げたまま投げる場面があった.

そこで教師が 「肘が低い位置でお手玉を投げた場合

と,高 い位置でお手玉を投げた場合,ど ちらが的に

当たりやすいか」にっいて投げ方の例を提示 しなが

ら説明 し(写 真7),実 際にどちらが良いか試す時

間を設定 した.肘 を高く上げることで,お 手玉を高

く投げることができ,的 に当た りやすいことを実感

を伴って学ぶことができた.

2)恐 竜エサや りゲーム(第1次)

①本時 にっいて

本時(4/4)で 設定 した個人 の 目標及び評価 は

以下の とお りであ る.

表4本 時における個別の 目標と評価

児童名 本時の目標 評価

A

・肘の高さに注意 して,ボ ールを8m投 げることができる. 0
・肘の高さに焦点を当てた教師の投げ方の例を見て,よ い

方法を選択 し,模 倣 して投げることができる.
0

・目標距離を自分で決め,達 成 しよ うとい う意欲をもって

活動に取 り組むことができる.
0

B

・体重を上手 く移動 し,勢 いをつけ,ボ ールを8m投 げる

ことができる,
0

・自分の投げ方について,ポ イン トの一つを言葉で説明し,

実践することができる.
0

・前時の達成距離 と比較 して 目標距離を決め,達 成 しよう

とい う意欲をもって活動に取 り組むことができる,
0

C

・教師と一緒に投げる動作を確認 し,ボ ールを8m投 げる

ことができる.
0

・投げ方のポイン トについて教師が提示した二択から選

び,実 践することができる.
0

・目標距離を自分で決め,活 動 に取 り組むことができる 0

D

・肩 と腰を回転させて,ボ ール を10m投 げることができ

る.
n

・肩や腰の回転について焦点を当てた教師の投げ方の例 を

見て,よ い方法を選び,模 倣 して投げることができる.
D

・前時の達成距離 と比較 し,自 ら目標距離を決めて活動に

取 り組む ことができる.
0

※評価基準:◎ 十分達成できた0概 ね達成できた

△ 達成することが難しい

213



小学部 体育科 授業実践

ほぼ全ての児童が 目標を十分に達成することがで

きた.A,B,Cの 児童においては 自ら立てた目標

を達成 しようと何度も挑戦 しようとする様子が見ら

れた.児 童Dは,最 初の投球で 目標距離か ら投げた

がカゴまで届かなかったことに怒 り,教 師の話や手

本を見て学習す ることができず,目 標を達成す るこ

とができなかった.

②児童の投動作の評価及び分析

第2次 では,準 備局面(投 げる前)と 主要局面

(投げる直前 ・投げた直後)に 焦点を当て,学 習を

行った.学 習前後における児童の投げ方の変化 につ

いては図3の とお りである.な お,以 下に記述す る

児童 の投 げ方 の評 価 にっ い て は,滝 沢 ・近 藤

(2017)に よる 「投動作の観察的評価基準」(表5)

に基づ き,準 備局面 の 「構え方」,主要局面の 「体

幹の捻り動作」終末局面の 「右足」にっいて評価を

行った.

a)児 童Aに っいて

初回時は,投 げる方向に対 して体が正対 してい

るため体幹のひねりがなく,お 手玉を頭よりも低

い位置で投げていた.

最終時は,準 備局面において,投 げる方向に対

して横向きで構えるようになった.そ の際,右 腕

を後方へ少 し引き,勢 いをっけて投げる動作へと

移る姿も見られた.主 要局面では,お 手玉を投げ

る直前に右肘が顔の横まで上が り,右 手及びお手

玉が顔の横を通過 し,頭 と同様の位置でお手玉を

放 していた.

児

童

名

A

B

C

D

第2次

初回

丘
疋

第2次 最終時(第4回)

準備局面

ド

農

義
擁

㌔

主要局面

亀1筒

凌一

喚

y`

終末局面

にL

繭

噌゚

6
『

1
㌧

図3初 回時と最終時の投動作

網かけ部分を中心として学習

表5滝 沢 と近藤(2017)に よる投動作の観察的評価基準(一 部抜粋)

投動作
項目名 パ ター ン1 パ ター ン2 パ ター ン3 パ ター ン4 パ ター ン5

の局面

A ・ボ ール を投 げる方 向

準 投 ボ ・ボー ル を投 げる方 向 に対 して体が正対 して
備 げ1

構え方 に対 して体が正対して い る。 または 、投 げる ・ボール を投 げ る方 向 に対 して体 が横 を向 いて いる。
局 る ル

面 前 を
い る 。 方向に対 して体がなな

　 め を向 いてい る

_・ ボ ・右 腕が 後 方 に引 かれ た時 に、 上半 身が 後方
主 投1 に捻 られ 、そ の 後 、 ボ ー ル を 投 げ る方 向 に

要 げ ル ・ボ ー ル を 投 げ る 直 ・右 腕 が 後 方 に 引 か
胸 、へ そが 向 いて いる。

局 た を 体幹の 前 、ボー ル を投げ る方 れ 、そ の後 、ボー ル を

面 直 投 捻 り動作
・体幹 の捻 りが な い

向 に腰 ・肩が 少 しだ け 投 げ る方 向 に腰 、胸 、 ・ボ ー ル を 投 げ た 直
・ボ ー ル を 投 げ た 直

v後 げ
回転 す る。 肩 が向 いて いる 。 後 、上 半身 がボー ル を

後 、上半 身が ボー ル を

る 投 げる前 と比べ て 、反
投 げる方向を向いてい

直 対側 まで捻 られ て い
る 。前

る 。

・ボール を投 げた 後 、

・ボー ル を投 げた 後、 ・ボ ール を投 げた 後 、 右足がボールを投 げ方 ・ボー ル を投 げた後 、

A 右足がほとんど移 動し 右足がボールを投げる 向に少 し移動 している 右足がボールを投 げる

終 投 ボ てい ない。 方向に移動しようとす が 、左 足 を超 え る程移 方 向 に移動 して い る。 ・ボール を投 げた 後 、

末 げ1 また は、 るが 、元 の位置 に 戻 っ 動 して いな い。 また は、 右 足が、 左足 よ りも 、
右足

局 た ル ・ボ ー ル を 投 げ る 前 て いる。 また は、 投 げ または 、 ・右 足が体 の側方 を通 ボールを投げる方向に
面 後 を に 、 右 足 が 地 面 を 離 る方向に移動 している ・右足が 体の 側方 を通 過 し 、 反 対 側 へ1周 大 き く移動 して いる。
　

れ 、前 方 に移 動 してい が 、ジ ャン プ しな が ら 過 し、 反 対 側 へ1周 し、 左足 と平行 ぐ らい

る 。 投 げて いる。 し、 後 方 へ 戻 っ て い に並ん で いる。

る 。
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さらに,体 幹 の捻 り動作 が見 られ,投 げた直後,

上半身が投 げる方 向を向 くようにな った.一 方 で,

終末局面 にお ける右足の移動は見 られ ない ことが

多か った.

b)児 童Bに っいて

初回時 は,A児 と同様 に投げ る方 向に対 して体

が正対 した状態 で構 えて いた.さ らに,膝 の伸 展

を使 って勢 いをっ け,頭 よ りも高 い位置 でお手玉

を投げていた.

最終時 には,準 備局面 にお いて,投 げる方 向 に

対 して横 向 きで構 え るようにな った.ま た,左 足

を浮かせ,右 足 に体重 を移動 し,勢 いをっ けて投

げ る様子 が見 られ た.主 要局面 では,投 げる直前

には右肘が顔 の横 にあ り,右 手及 びお手 玉が頭 の

上 まで上 が って いた.ま た,体 幹 の捻 り動作 に関

して は,投 げた直後,上 半身が ボール を投 げ る方

向を 向 くようにな った.終 末局面で は,投 げた後,

右足が投げ る方向 に移動す るようになった.

c)児 童Cに っいて

初回時 は,他 児 と同様 に投げ る方 向に対 して体

が正対 した状態 で構 えて いた.ま た,両 足 で ジャ

ンプ しなが ら投げ る様子が見 られた.

最終時 には,準 備局面 にお いては,投 げる方 向

に対 して斜 め向 きで構え るようにな った.主 要局

面 にお ける体幹 の捻 り動作 にっ いては,横 を向い

て投 げた児童 に比べ,動 きの幅は少 ない ものの,

投げる方向 に腰,胸,肩 を向けて投 げるようになっ

た.終 末局面 では,お 手玉 を投 げた後,左 足 を超

えない範囲で投げた方向に少 し移動す るようになっ

た.

d)児 童Dに っいて

初回時 は,他 児 と同様 に投げ る方 向に対 して体

が正対 した状態 で構えて いた.腕 を曲げ ることな

く,伸 ば した まま,後 方へ引 き,お 手 玉 を投 げ る

様子が見 られた.

最終時 は,準 備局面 では投 げ る方 向に対 し,少

し斜め を向いて構 えていた.ま た,肘 は高 い位 置

で構えて いるが,手 及 びお手玉 の向きが逆 であ り,

地面 を向いてい ることが特徴で あ った.投 げ る直

前 には右肘が顔 の横 にあ り,右 手及 びお手 玉が頭

の上 まで上が っていた.体 幹の捻 り動作 にっいて

は,児 童Cと 同様 に,動 きの幅は少 ない ものの,

投げる方向 に腰,胸,肩 を向けて投 げるようになっ

た.終 末局面 で は,投 げた後 に右足 が投 げる方 向

に移動 しようとす るが元の場所 に戻 っていた.

以上の ことか ら児童の投動作の変容を まとめ る

と表6の 通 りであ る.

表6児 童の投動作の変容

児童名 項 目名 初回時 最終時

A

構え方

パ ター ン1

パ ター ン3

体幹の捻 り動作 パ ター ン4

右足 パ ター ン1

B

構え方

パ ター ン1

パ ター ン3

体幹の捻 り動作 パ ター ン4

右足 パ ター ン4

C

構え方

パ ター ン1

パ ター ン2

体幹の捻 り動作 パ ター ン3

右足 パ ター ン3

D

構え方

パ ター ン1

パ ター ン2

体幹の捻 り動作 パ ター ン3

右足 パ ター ン2

4.考 察

1)単 元及び教材 につ いて

単元期 間中,児 童 に投 動作 の変 化が見 られ,楽 し

み なが ら繰 り返 しお手玉を投 げて挑戦 しようとす る

姿が数多 く見 られた.ゲ ー ム性 を持 った2っ のゲー

ムや 自ら目標 を設 定す る時間 の設定,「 鬼 の的」 「恐

竜のかご」 「足型 シー ト」 とい った教具の使用によ っ

て主体的 に学 ぶ ことがで きた と考 え られ る.こ れは,

自ら目標 を設定 し,達 成 した時 の喜びや,徐 々に投

げ る距離 を伸 ば して いき,挑 戦す る面 白さを感 じる

ことが で きたか らであ ろう.ま た,児 童 の良い点 を

紹介す るこ とで模 倣 を促 した り,教 師の例 か ら選択

し実際 に試 しなが ら投 げた り等,対 話 的に学 ぶ こと

で,よ り良い投 げ方 にっいて考 えなが ら学 ぶ ことが

で きた と思われ る.
一方で

,第1次 で投 げ る方向 に対 して横 を向いて

投 げることを学 んで いた にも関わ らず,第2次 初回

で は,全 員 の児童 が再 び体を正対 した投 げ方 に戻 っ

て いた.こ の ことは,児 童の 中で2つ の ゲームに関

連 を持っ ことがで きて いなか ったためだ と考え られ

る.そ こで教 師が,「 鬼 の的 当てゲ ー ムで は どん な

風 に投 げていた?」 という質 問を行 い,前 時の振 り

返 りを行 った ところ,自 ら横を 向いて投 げ ることが

で きた.前 時の振 り返 りを行 う ことで,学 びのつ な

が りを実感 し,横 を向いて投 げることの意味や利点

を深 く学ぶ ことがで きた.

2)児 童の投げ方の変容について

ほぼすべての児童に投げ方の変容が見られたが,

児童Aの 終末局面における 「右足の移動」はほぼ見

られなかった.こ のことは,終 末局面 に学習の焦点

を置いておらず,教 師の指導もなか ったということ
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に加え,「足型 シー トに足を置いてお く」 というこ

とに重きを置いていたためではないかと考えられる.

このことに教師が気づき,介 入 していれば児童Aの

投げ方にさらなる変化が望めたのではないかと思わ

れる.

3)児 童Dの 授業の様子について

前述 した通 り,児 童Dは 目標距離か ら投げたお手

玉がカゴまで届かなかったことに怒 り,目 標を達成

することができなかった.こ れは,自 ら立てた目標

距離と実際に投げることのできる距離に大きな差が

あった ことが原因である.こ の時,教 師と一緒に 目

標距離を修正 し,ま ずは十分に達成できる距離から

始め,自 信をっけながら徐々に距離を伸ばしてい く

ことが必要であった.

4)授 業の工夫点のまとめ

上記の内容を踏 まえ,本 単元にて明らかになった

小学部体育における学びの重要項 目をまとめると以

下の図4の 通りである.

5.今 後 の課題

小学部体育授業におけるボール遊び ・ボールを使っ

た運動での今後の検討課題として,今 回の学び方を

生か した授業づ くりが求められ る.例 えば,「遠 く

に蹴るためにはどうすればいいのか」,「相手の方向

に蹴るためにはどうすればいいのか」等にっいて,

友達や教師と一緒 に考えなが ら学んだり,ボ ールの

大きさや形,ボ ールを扱うルール等を変更して,学

んだことを活用できるゲームを実践 してい く必要が

ある.こ のような授業づ くりを通 して,体 育におけ

る 「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を

探求 していきたい.

さらに,新 学習指導要領に移行することで新たに

加わる 「保健」の領域を考慮 しながら,今 年度の実

践をもとに年間計画を作成 し,教 育課程へ反映 して

いきたい.
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